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阪神淡路大震災から30年が経ちました。 当時9才だった由子さんは、大好
きな神戸の街が一瞬で壊れて多くの命が奪われた事に心を痛め、強い無力感
を感じました。
自分ができることは何？と考えながら成⾧した由子さんは、17才の時に留

学先のオーストラリアで、自分が感じたままを表現した書や墨絵が観る人を
元気づけることに気づきました。
東日本大震災の被災地である宮城県閖上地区を訪れた由子さんは、自分の
書(ことば)に癒しのパワーがあることを実感しました
由子さんが、大震災の節目である今年は「災害に会われた方々が明るく元
気な笑顔を取り戻せるような活動をしたい」と思っているので、私達は全国
災害ボランティア機構の高橋守雄代表理事と相談して、昨年能登半島地震と
豪雨災害に見舞われた能登の方々との交流ができるような企画を考えてまい
ります。
「笑う声は世界共通 みんなが笑顔で」
今年度も、由子さんの思いを拡げていけますよう、みなさまのお力添えを
よろしくお願い申し上げます。

「由子ちゃんの会笑顔」一同



2024年のあゆみ

01.16 神戸市にて1.17・3.11の交流会に参加
01.17 三木市にて震災の追悼式に参加し、竹灯籠に筆入れ
05.01～06 サンテレビ開局５５周年おっ！サンテレビまつり にて作品展示

05.02～04 芦屋ミミロッコにてエンブロイダリーコラージュ展
(有本修子先生主宰)で作品展示

06.12～24 東京国立新美術館にて第23回国際墨画会展で「ともに
生きる」が入選

07.04～28 三木美術館にて作品展「大切なことはいつもしあわせ～
生きることのすばらしさを詩う～」を開催

08.08～27 なんばマルイのサンテレビKOBE LIFEブースで作品展示

10.31～ 10/31兵庫県福祉部のユニバーサル・アートギャラリー設置にて東播磨県民局でお披露目会開催
東播磨県民局1Fロービーにて作品展示中(常設)

11.02～29 西神中央プレンティにて作品展示
11.07 環太平洋大学(岡山)にて講演会を開催
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今後の活動予定

★３月1日～31日：西宮市「みんなげんきジム」オープニング記念として作品展示

★6月11日～23日：東京国立新美術館にて第24回国際墨画会展

H P インスタ

授業を通して、障害者の方々の持つ力をもっと社会
が受け入れ、尊重することが必要だと感じました。

由子さんはとても意思の強い人で、自分の状
況を乗り越えようと努力している。由子さん
は成功して有名になり、諦めなかったんだ。

由子さんの作品に
は、人生の暗さや
後ろ向きではなく
前向きさが溢れて
いて、負けん気の
強さに私は圧倒さ
れました。

書道は「形」のためにあるので
はなく、由子さんが作品に
「心」を与えてくれたことが作
品の真価です。運命の不公平に
も余裕のある態度が由子さんの
最大の⾧所だと思います。

由子さんはダウン症を持って産まれまし
たが、どんな困難にも負けず、常に前向
きな姿勢で生きている姿に強く心を打た
れました。由子さんが描く絵や書は、彼
女の内面の美しさを映し出しているよう
で、見ているだけで心が癒されます。

＜大橋学⾧との対談＞

自分の芯をしっかり持っていて、考えを言語化できる由子さ
んは、人として本当にかっこいいなと思いました。自分も、
障害を抱えている人も、悩みを持っている。この世界は、人
それぞれに悩みを抱えているからこそ、みな平等だと思った。

ダウン症を乗り越えて書道
家になったことがすごいの
ではなく、書道家としてた
くさんの人の心を動かして
いることがすごいのだと思
いました。


